
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

　
　
甜

　
　
蛎

5古
口80号口

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹7－3111番）発行／毎月25日

　
五
十
七
年
度
地
区
広
聴
会
は
、
六

月
二
十
二
日
ま
で
に
九
会
場
で
行
わ

れ
、
一
千
七
十
一
人
が
参
加
し
て
熱

の
こ
も
っ
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
広
聴
会
は
、
地
域
の
重

点
課
題
を
集
中
的
に
討
論
を
行
う
と

と
も
に
、
一
般
質
問
の
時
間
を
長
く

と
り
、
総
合
的
な
地
域
振
興
の
あ
り

か
た
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
九
日
に
は
市
民
会
館
で
十
目

町
地
区
の
広
聴
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
十
日
町
地
区
に
は
、
公
共
下
水
道
、

総
合
公
園
、
流
雪
溝
な
ど
の
大
型
プ

・
ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま
れ
て
お
り
、
十

日
町
市
の
産
業
経
済
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

に
商
業
近
代
化
、
克
雪
対
策
、
道
路

拡
幅
な
ど
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
下
水
の
枯
渇
が
深
刻
な
問

題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

　
　
　
　

き
て
お
り
、
市
で
は
羽
根
川
か
ら
上

大
井
田
川
の
間
の
二
十
材
以
上
の
深

井
戸
所
有
者
を
対
象
に
地
下
水
利
用

対
策
協
議
会
を
設
立
し
て
対
策
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
地
域

発
展
の
た
め
の
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
、
十
日
町
地
区
に
お
住
ま
い
の
か

た
が
一
堂
に
会
し
て
話
し
合
う
機
会

と
し
て
、
お
誘
い
あ
わ
せ
て
地
区
広

聴
会
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．

時間
夜7：30～9：30地区広聴会日程

七
月

市
民
と
語
る
日

日
休）

水
沢
地
区
公
民
館

　
七
月
は
“
移
動
市
民
と
語
る
日
”

と
し
て
、
水
沢
地
区
公
民
館
で
開
催

し
ま
す
。
地
域
課
題
や
目
頃
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
お
気
軽
に
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
九
月
は
吉
田
、

十
月
は
下
条
地
区
で
開
催
し
ま
す
。

時
間
　
午
後
三
時
～
七
時

期日（曜） 地　区 会　　　　　場

7月2日働 川治・八箇 川治地区公民館

7月5日（月） 高　　山 高山共栄会館

7月6日（幻 新　　座 新　座　分　館

7月9月働 十　日　町 市　民　会　館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
六
月
二
十

二
日
㈹
～
七
月
四
目
㈲
ま
で
、
修
理

の
た
め
第
一
焼
却
炉
を
休
炉
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
間
は
、
燃
え
る
ご
み
の
持
込

み
、
特
に
建
築
、
家
屋
廃
材
な
ど
に

つ
い
て
は
自
家
保
存
か
自
家
焼
却
す

る
な
ど
、
持
込
み
を
自
粛
す
る
よ
う

・

い
が
け
て
く
だ
さ
い
。

各種相談へ
　　〔交通事故相談〕7月5日（月）

　　〔定例行政相談〕7月15日休）

　　〔巡回内職相談〕7月16日働

　　　　　いずれの相談も

　　　時間　午前10時～午後3時

　　　会場　市役所市民相談室

　　〔交通事故相談センター〕

　交通事故の保険請求など無料で相談

　に応じています。

●と　き　平日…午前9時半～午後4時半
　　　　　　　　（土曜日は正午まで）

●ところ　巨本損害保険協会新潟自動車保

　　　　険請求相談センター（新潟市本

　　　　町通、興亜火災新潟支店ビル5階）

　　　　　智0252－25－1851番

”
施
設
見
学
”
申
込
み
受
付
中
〃
”

　
市
の
現
状
、
仕
事
を
実
際
に
見
学

し
て
も
ら
い
市
の
行
政
を
少
し
で
も

多
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
「
施
設

見
学
」
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
者
が
昨
年
と
同
じ
団

体
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
実
施
予
定
日
〕
…
十
五
回
を
予
定
…

●
七
月
…
…
十
三
日
ω
℃
、
十
四
日
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

洩

二
十
日
り
℃
、
二
十
三
日
囲
、
二
十
七

日
㈹
、
二
十
八
日
困
、
二
十
九
日
困

三
＋
日
囲

●
八
月
…
…
三
日
㈹
…
、
．
四
日
困
、
六

日
囲
、
十
日
ω
℃
、
十
九
日
困
、
二
十

日
囲
、
二
十
四
日
図
、
三
十
一
日
㈹

〔
対
象
〕
　
マ
イ
ク
・
バ
ス
を
使
用

す
る
た
め
二
十
名
位
の
団
体
、
グ
ル

ー
プ
、
個
人
参
加
も
可
能
で
す
。

〔
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〕

　
卸
売
市
場
↓
博
物
館
・
武
道
館
↓

ク
・
ス
テ
ン
十
日
町
↓
中
央
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
↓
下
水
道
終
末
処
理
場

↓
羽
根
川
荘
↓
森
林
公
園
↓
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
↓
ゴ
ル
フ
場
↓
衛
生
セ
ン
タ

ー
　
※
だ
だ
し
、
希
望
に
よ
り
変
更
、

追
加
も
で
き
ま
す
。

〔
参
加
料
〕
　
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

〔
申
込
み
先
〕
　
市
役
所
総
務
課
企

画
広
報
係
に
（
七
月
二
十
日
ま
で
）

一丁
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～十日町の酒には飲むと運転したくなる薬が入っているの？～

繍

ー
総
決
起
集
会
…
七
月

日
午
前
十
時
市
役
所
1

6月16日浅河原川に転落したワゴン車
　　　（死亡1名・重傷6名）

◎飲酒違反（免許人ロ1万人当り）

　①加茂市（87．2人）②十日町市（73．1人）③

　燕市（57．4人）④豊栄市（54．5人）⑤五泉市

　（50．9人）

　※郡部では、①津南町②中里村③小木町

◎事故発生地別件数

　①新潟市（58件）②上越市（12件）③十日町

　市・新発田市（11件）

◎居住地別件数

　①新潟市（46件）②新発田市（13件）③長岡

　市（11件）④十目町市・上越市・新津市（10

　件）

◎居住地別発生件数（免許人ロ10万人当り）

　①豊栄市・両津市（47．6件）③十日町市（46．2

　件）

　
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
は
、
飲
酒
運
・

転
に
よ
る
交
通
事
故
及
び
検
挙
者
数

は
常
に
県
下
の
ワ
ー
ス
ト
上
位
に
あ

り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
の
飲
酒
違
反
の

免
許
人
口
一
万
人
当
た
り
で
は
、
七

十
三
．
一
人
で
あ
り
、
加
茂
市
に
つ

い
で
ワ
ー
ス
ト
2
で
す
。
免
許
人
口

十
万
人
当
た
り
の
居
住
地
別
発
生
件

数
で
は
四
十
七
・
六
件
で
、
豊
栄
市
、

両
津
市
に
つ
い
で
ワ
ー
ス
ト
3
で
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
の
発
生
地
別
件
数

で
は
十
一
件
で
新
潟
市
、
上
越
市
に

つ
い
で
、
こ
れ
も
ワ
ー
ス
ト
3
で
す
。

　
昨
年
の
一
月
か
ら
五
月
末
ま
で
の

飲
酒
運
転
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
人
は

五
十
二
人
で
す
が
、
今
年
は
す
で
に

六
十
六
人
を
数
え
、
昨
年
同
期
を
大

き
く
上
廻
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
件
数
は
、
一
昨
年
の
百

二
十
九
件
か
ら
、
昨
年
は
八
十
八
件

と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
ま
た
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
同

期
の
二
十
四
件
が
、
今
年
は
す
で
に

四
十
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
に
関
係
し
た
事
故
は
、
即
、

重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
．
昨
年

の
死
亡
者
二
名
も
飲
酒
運
転
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
交
通
安
全
意
識
の

バ
・
メ
ー
タ
ー
で
す
。
車
で
来
た
人

に
酒
を
す
す
め
る
事
は
、
か
え
っ
て

本
人
の
迷
惑
に
な
り
、
す
す
め
ら
れ

た
酒
を
断
っ
て
も
失
礼
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
習
慣
を
み
ん
な
で
つ
く
り

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
旗
騰
三
万
熊
署
名
選
動

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
飲
酒
運
転
追

放
署
名
運
動
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
、

現
在
三
万
人
余
の
署
名
簿
が
警
察
署

に
提
出
さ
れ
て
、
そ
れ
な
り
の
効
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
依
然

と
し
て
飲
酒
に
よ
る
事
故
や
検
挙
者

が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
郡

市
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、

饗
．
§
，
§
、
§
，
§
、
§
，
§
，
§
，
§
、
§
，
§
，
§
，
§
，
ミ
，
ミ
’
ミ
’
ミ
’
ミ
、
ミ
’
§
、
§
’
ミ
’
ミ
、
§
、
§
、
§
’
ミ
’
§
’
§
’
ミ
’
ミ
’
§
’

㎝
交
通
安
全
を
考
え
て

吻

㎜
　
　
　
　
吉
田
中
学
二
年
金

㎜
㎜
　
先
日
、
一
日
交
通
課
員
に
な
っ
た

吻
㎜
こ
と
は
、
自
分
一
人
だ
け
で
な
く
家

　
㈱
族
全
員
の
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
卿
　
家
に
帰
っ
て
家
族
に
一
日
学
ん
だ

　
卿
こ
と
を
話
す
と
、
警
察
や
市
役
所
、

　
榊
そ
れ
に
自
治
会
の
皆
さ
ん
の
苦
労
を

伽
鼎
し
み
じ
み
感
じ
と
っ
た
よ
う
で
、
こ

　
㎜
れ
か
ら
は
自
分
だ
け
で
な
し
に
他
人

㎜
に
も
注
意
を
呼
び
か
け
一
件
で
も
交

　
聯
通
事
故
を
減
ら
し
た
い
も
の
だ
と
い

　
㎜
っ
て
い
ま
し
た
。

㎜卿
　
警
察
や
市
役
所
、
自
治
会
の
人
達

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
交
通
事
故

が
増
え
る
の
は
、
道
路
整
備
、
特
に

細
か
い
道
の
整
備
が
十
分
で
な
い
事

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

警
察
や
そ
の
他
交
通
安
全
に
力
を
そ

そ
ぐ
人
た
ち
と
は
直
接
関
係
な
い
こ

と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
私
が
考

え
る
に
道
路
改
善
も
重
要
な
交
通
安

全
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
感
じ
た
事
は
、
皆
さ
ん

の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
の
運
転
手
が
交
通
安
全
運
動

七
月
一
日
の
飲
酒
運
転
追
放
、
交
通
事

故
半
減
総
決
起
集
会
に
あ
わ
せ
て
、

「
交
通
安
全
旗
三
万
人
署
名
運
動
」

を
実
施
し
、
飲
酒
運
転
絶
滅
を
期
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
職
場
や
家
庭
、

地
域
で
話
し
合
い
、
署
名
を
し
」
飲

酒
運
転
の
追
放
を
誓
い
ま
し
ょ
う
。

ミ
琴
ミ
y
ミ
ミ
，
ミ
ミ
，
ミ
§
ミ
ミ
．
§
ミ
垂
ミ
，
ミ
ミ
，
ミ
ミ
、
ミ
ミ
垂
ミ
，
ミ
ミ
、
§
，
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
，
ミ
ミ
．
§
，
ミ
§
ミ
ミ
，
ミ
ミ
，
ミ
ミ
、
§
嚢
蓉
ミ
ミ
’
ミ
ミ
’
ミ
ミ
’
ミ
ミ
’
ミ
ミ
’
ミ
ミ
§
ミ
’
ミ
莇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
対
し
、
う
わ
べ
だ
け
は
「
は
い
、
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
よ
㎜

高
　
宏
　
樹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

響
§
§
§
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ミ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
漏

　
こ
う
し
た
事
か
ら
や
は
り
「
交
通
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
全
」
と
は
、
交
通
安
全
団
体
、
ド
㎜

ラ
イ
バ
ー
、
歩
行
者
が
と
も
に
注
意
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
あ
い
、
安
全
を
こ
こ
ろ
が
け
て
こ
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
は
じ
め
て
な
し
と
げ
ら
れ
る
も
の
㎜

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

と
思
い
ま
す
。
私
達
も
中
学
生
ら
し
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

い
社
会
参
加
と
し
て
生
徒
会
全
体
で
紬

交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
、
次
の
世
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
の
に
な
い
手
と
し
て
交
通
事
故
を
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
交
通
事
故
ゼ
・
を
目
指
し
て
が
ん
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捌

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
撒
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深
夜
営
業
騒
音
と
悪
臭
の
規
制
強
化

　
近
年
カ
ラ
オ
ケ
騒
音
な
ど
深
夜
営
業
騒
音
が
社
会
的
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
七
月
一
日
か
ら
県
条
例
で
そ
の
規
制
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
臭
に
関
し
て
は
、
全
国
で
三

番
目
と
い
う
「
三
点
比
較
式
臭
袋
法
」
に
よ
る
測
定
方
法
が
採
用

さ
れ
、
地
域
の
選
定
、
臭
気
濃
度
に
よ
る
規
制
基
準
の
設
定
、
特

定
施
設
の
指
定
と
届
出
制
の
三
点
が
そ
の
骨
子
と
な
り
、
さ
ら
に

規
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
事
業
所
は
、
規
制
基
準
を
上
回
ら
な
い
よ
う
施
設
の
維
持

管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
臭
に

関
す
る

　
　
規
制
対
象
地
域

　
現
在
、
県
と
協
議
中
で
す
が
、
基

本
的
に
は
悪
臭
防
止
法
に
よ
る
地
域

指
定
と
同
じ
地
域
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
区
域
は
、
東
西
は
山
裾
か

ら
信
濃
川
、
南
北
は
羽
根
川
か
ら
下

大
井
田
川
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。

規
制
基
準

泪
汎
明

夫
ル
而

っ
て
い
る
工
場
は
、
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
市
長
に
対
し
て
使
用
届
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
け
出
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
の

問
い
合
せ
は
市
民
生
活
課
環
境
係

（
8
七
－
三
二
一
一
番
内
線
二
；
六
）

へ
。

・
…
簸
…
鑛
灘
欝

．
嫌
灘
灘
聯

区
域
の

区
　
分

許
　
　
容
　
　
限
　
　
度

特
定
工
場
等
の

敷
地
の
境
界
線

の
地
表
に
お
け

る
臭
気
の
濃
度

特
定
施
設
の
煙
突
そ
の

他
の
気
体
排
出
口
か
ち

大
気
中
に
排
出
さ
れ
る

臭
気
の
濃
度

第
一
種

臭
気
濃
度
十

臭
気
濃
度
　
　
千

第
二
種

臭
気
濃
度
十
五

臭
気
濃
度
　
二
千

第
三
種

臭
気
濃
度
二
十

臭
気
濃
度
　
三
千

届
出
の
義
務

規
制
対
象
地
域
で
特
定
施
設
を
持

　
　
規
制
対
象
の
営
業

　
一
般
食
堂
、
料
理
店
、
す
し
屋
、

旅
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
バ
ー
、
キ
ャ

バ
レ
ー
、
喫
茶
店
、
サ
ロ
ン
、
ス
ナ

ッ
ク
な
ど
の
設
備
を
設
け
て
客
に
飲

食
さ
せ
る
営
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
．

　
　
音
響
機
器

　
　
　
　
　
使
用
の
制
限

　
住
居
系
区
域
（
第
一
種
、
二
種
区

域
）
に
つ
い
て
は
午
後
十
一
時
か
ら

翌
目
の
午
前
六
時
ま
で
の
間
は
、
音

響
機
器
の
使
用
を
禁
止
し
ま
す
。

悪臭に係る特定施設

規模または能力

鶏にあっては、鶏

舎の総面積が100㎡

未満のもの、豚に

あっては豚房の総

面積が50㎡未満の

もの、牛にあって

は牛房の総面総が

100㎡未満の工場等

に係るものを除く

　　　施設名

鶏、豚または牛の飼養の
用に供する施設であって、

次に掲げるもの

11）飼養施設

2）ふん尿処理施設

塗
吹
／
に
　
。

の
の
4
等
く

設
剤
3
場
除

施
溶
　
、
エ
を

付
に
が
の
の

吹
び
力
満
も

の
並
能
未
る

ω
料
付
時
係

塗装の用に供する施設で

あって、次に掲げるもの

（1）吹付施設

（2）乾燥施設

上記以外の施設は環境係へ

規
制
対
象
地
域

市
内
全
域
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

規
制
基
準

区
　
域
　
の

区
　
　
　
分

規
制
対
象

時
　
　
間

規
制
基
準

（
敷
地
境
界
線
）

第
一
種
区
域

午
後
十
時
か

ら
翌
朝
の
午

前
六
時
ま
で

四
十
　
　
ホ
ン

第
二
種
区
域

四
十
五
ホ
ン

第
三
種
区
域

五
十
　
　
ホ
ン

第
四
種
区
域

六
十
　
　
ホ
ン

　
※
第
一
種
～
四
種
区
域
と
は
、
騒
音
規

制
法
に
よ
る
地
域
指
定
と
全
く
同
様
の
区

域
を
さ
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
ン

　
　
－
灘
刃
聾
齢
、
・
4

　
黛
・
　
　
　
　
　
　
へ
ー
拒

畿
麟
顛

〆
の
、
’
箸
爆
、
み

ゴ
ミ
ま

　
　
　
　
　
　
　
璽

る
鱒
Z

　　　　　纈は特ちか飛る
灘　　纏みん惣φ齢でみん鶏φ雛讐蝋κ盛

　　　』　　　　一　　　　『　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

蕊　轄蕪難熱鰻難糟繋搬総1鋤甥

持撒
．

　蝋
蝋
灘　　　騰　灘舞藻

ち
帰
ろ
う

　
去
る
六
月
五
日
～
十
一
日
は
環
境

週
間
。
全
国
的
に
空
カ
ン
拾
い
や
道

路
側
溝
の
一
斉
清
掃
な
ど
、
身
の
ま

わ
り
の
環
境
浄
化
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
日
町
市
で
も
、
住
み
よ
い
郷
土

建
設
協
会
、
十
日
町
北
・
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
中
・
い
に
な
っ
て
「
ゴ
ミ
は

持
ち
か
え
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
花
の

種
の
配
布
や
環
境
パ
ト
・
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
光
寺
、
太
田

島
、
八
箇
の
各
国
道
ぞ
い
駐
車
場
に

は
「
ゴ
ミ
は
持
ち
か
え
ろ
う
」
の
大

看
板
を
と
り
つ
け
、
自
分
で
出
し
た

ゴ
ミ
は
自
分
で
処
理
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

岡
田
奈
々
さ
ん
に

　
六
月
十
一
目
・
十
二
日
の
両
目
、

今
秋
講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
「
き

も
の
と
着
つ
け
」
の
撮
影
の
た
め
女

優
の
岡
田
奈
々
さ
ん
が
来
市
。
ニ
ツ

屋
弁
天
池
、
鉢
の
石
仏
、
信
濃
川
な

ど
で
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　
撮
影
を
終
っ
て
奈
々
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ

　
き
も
の
は
好
き
で
す
か
。

「
大
好
ざ
で
す
。
よ
く
着
ま
す
」

　
ど
ん
な
着
物
が
好
き
で
す
か
。

「
最
近
は
、
振
袖
な
ど
よ
り
も
小
粋

に
着
こ
な
せ
る
紬
の
よ
う
な
も
の
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
」

　
何
月
の
お
生
ま
れ
で
す
か
。

「
二
月
で
す
」

　
十
目
町
で
は
、
生
ま
れ
月
の
色
を

持
と
う
と
誕
生
色
を
制
定
し
た
の
で

す
が
ご
存
知
で
し
た
か
。
二
月
は
、

蕗
の
と
う
の
若
芽
の
色
な
の
で
す
が
。

「
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
月
の
蕗

の
と
う
の
色
は
、
私
の
一
番
好
き
な

色
で
す
。
着
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
十
目
町
の
印
象
を
。

「
き
も
の
を
着
る
た
め
に
、
何
軒
か

の
お
宅
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

ど
こ
で
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
．

十
日
町
は
、
心
の
温
か
い
人
が
い
っ

ぱ
い
い
る
ん
で
す
ね
」

一…一「　
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龍鱒離眺

幟
V
活
動
に
塩
ノ
又
山
荘
の
利
用
を

　
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
研
修
セ
ン
タ

ー
“
塩
ノ
又
山
荘
”
（
六
箇
塩
ノ
又
）

を
、
地
域
子
ど
も
会
や
青
少
年
の
文

化
、
レ
ク
、
研
修
活
動
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
森
林

公
園
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、
休
み
を

利
用
し
て
の
宿
泊
研
修
、
合
宿
な
ど

に
便
利
で
す
。

■
料
金

○
日
帰
り
…
…
十
五
人
以
内
二
千
円
、

十
六
人
以
上
三
千
円

〇
一
泊
：
：
十
五
人
以
内
五
千
円
、

十
六
人
以
上
七
千
円

■
施
設
概
要
　
研
修
室
ω
、
宿
泊
室

⑥
、
炊
事
室
ω
（
野
外
炊
事
も
可
能
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
＋
日
町
市
役
所
総
務
部

　
　
　
　
総
務
課
　
人
事
秘
書
係

（
B
七
ー
一
三
一
一
番
内
線
二
三
三
）

　
海
や
山
に
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
の
季

節
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
青
少

年
や
子
供
会
な
ど
に
キ
ャ
ン
プ
用
具

の
無
料
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

〔
貸
出
す
る
も
の
〕
▼
テ
ン
ト
、
八

人
用
（
十
二
）
六
人
用
（
四
）
五
人

用
（
七
）
▼
ハ
ン
ゴ
i
（
五
合
）
三

十
個
▼
ス
コ
ッ
プ
（
六
）
▼
水
タ
ン

ク
（
十
）

　
申
込
み
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
く

（
E
七
i
三
一
二
番
内
線
二
一
五
）

農
業
者
労
災
保
険

　
　
　
百
九
十
一
名
が
加
入

　
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
農
業
者

労
災
保
険
」
こ
れ
は
農
業
機
械
を
使

用
し
農
作
業
中
に
生
じ
た
災
害
に
つ

い
て
補
償
す
る
制
度
で
す
。
五
月
末

現
在
の
加
入
状
況
は

〇
十
日
町
地
区
（
十
九
名
）
中
条
地

●
日
時
　
七
月
八
日
㈱
午
後
一
時
か
ら

●
会
場
　
十
日
町
市
農
協
福
祉
会
館

●
会
費
　
一
人
二
、
○
○
○
円

　
出
稼
農
業
者
が
帰
省
後
、
一

堂
に
会
し
、
お
互
い
の
健
康
を

喜
び
、
反
省
と
激
励
を
兼
ね
て

開
催
す
る
も
の
で
す
。
　
（
主
催

市
・
市
農
協
・
出
稼
者
組
合
）

　
参
加
の
取
り
ま
と
め
は
組
合

役
員
、
．
リ
ー
ダ
ー
が
し
ま
す
。

　
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

区
（
二
十
二
名
）
川
治
地
区
（
二
十

六
名
）
六
箇
地
区
（
三
名
）
吉
田
地

区
（
六
十
三
名
）
水
沢
地
区
（
四
十

一
名
）
下
条
地
区
（
十
七
名
）
で
、

合
計
百
九
十
一
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
万
一
の
場
合
に
備
え
て
未
加
入
の

か
た
は
、
加
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
を
受
け
た
場

合
は
市
農
業
委
員
会
（
B
七
－
三
一

二
番
内
線
二
六
一
）
へ
．
こ
連
絡
を
。

（
主
な
労
災
指
定
病
院
…
…
十
目
町

病
院
、
中
条
病
院
、
上
村
病
院
、
田

中
外
科
医
院
、
富
田
医
院
、
登
坂
眼

科
医
院
。
）

　
県
で
は
、
統
計
知
識
の
高
度
向
上

と
統
計
の
表
現
技
術
の
研
究
な
ど
の

た
め
、
県
内
の
小
・
中
・
高
・
大
学

の
児
童
・
生
徒
・
学
生
及
び
一
般
の

人
か
ら
統
計
グ
ラ
フ
を
募
集
し
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
九
月
十
日
囲
が
締
切
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
総
務
部
総
務
課
企
画

広
報
係
（
盈
七
ー
三
一
一
一
番
内
線

二
三
五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
，

　
国
税
局
、
税
務
署
で
は
、
税
務
関

係
団
体
の
役
職
員
等
で
、
多
年
に
わ

た
り
申
告
納
税
制
度
の
推
進
と
納
税

思
想
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
人
に
対
し
、
毎
年
感
謝

状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

十
日
町
税
務
署
管
内
の
受
贈
者
は
、

つ
ぎ
の
み
な
さ
ん
で
す
。

o
関
東
信
越
国
税
局
長
感
謝
状

i
小
林
辰
雄
（
本
町
四
、
十
日
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
）

〇
十
日
町
税
務
署
長
感
謝
状

・
邑
▽
◆
主
マ
◆
差
マ
◆
色
マ
◆
菖
雪
，
◆
主
号
・
◆
・
毛
，
◆
ム
留
．
．
◆
・
毛
．
◆
杢
一
，
◆
・
昌
讐
。
．
◆
・
毒
，
◆
‘
一
雪
．
◆
・
一
一
一
一
．
◆
i
一
冒
．
◆
・
邑
一
．
・
◆
・
毛
．
◆
・
毛
．
．
◆
三
冒
，

健康な生活のために

強化米を混ぜた 　
　
　
　
　
お
米
…
…
こ
れ
は

　
　
〃
・

　
　
　
．
日
本
人
に
と
っ
て
は

　
　
う
重
要
な
カ
。
リ
i
源

を
よ

　
　
　
　
　
近
年
の
食
生
活
の

飯
し
多
様
化
の
中
で
・
主

ご
ま
食
の
お
米
に
ビ
タ
ミ

た
ベ
ン
聖
強
化
す
る
必

ぜ
た
要
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
　
「
か
っ

け
」
は
そ
の
不
足
が

も
た
ら
す
特
徴
的
な

症
状
。

　
精
米
の
と
き
に
失

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
た
ビ
タ
ミ
ン
B

を
“
強
化
米
”
は
一
日
の
ビ
タ
、
・
・
ン

　B
必
要
量
が
摂
取
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
た
も

ち
、
体
位
向
上
を
は
か
る
た
め
、
国

は
「
強
化
米
奨
励
方
針
」
を
た
て
強

化
米
の
全
国
普
及
を
指
導
し
て
い
ま

す
。

　
強
化
米
は
お
米
一
キ
距
ラ
に
対
し
五

躍
。
の
割
合
で
混
入
さ
れ
お
値
段
も
わ

ず
か
一
人
一
日
一
円
少
々
と
経
済
的

で
す
。
こ
の
強
化
米
に
つ
い
て
は
最

寄
り
の
米
穀
店
、
農
協
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
　
〔
栄
養
食
糧
協
会
〕

　
　
福
原
栄
治
（
宮
下
東
、
十
日
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事
）

　
　
斉
木
政
栄
（
北
鐙
坂
、
吉
田
地

区
商
工
青
色
申
告
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
に
　
り
　
ら

　
　
の
　
　
　
　
　
か

町
人
“
鰯

　
　
日
　
　
　
　
丁
雄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
重
島

　
十
　
　
　
　
町
村
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

★
4
奥
の
細
道
”
で
も
有
名
な
歴
錦

の
ま
ち
ー
福
島
県
白
河
市
か
ら
、
．

こ
の
五
月
に
十
日
町
の
人
に
な
っ
た

の
は
本
町
四
丁
環
田
村
道
代
謬
ん
の

と
こ
ろ
に
婿
さ
ん
鵜
襟
っ
だ
重
雄
さ

ん
（
三
干
歳
）
で
ず
。

★
鶏
窒
気
が
う
ま
く
、
水
韓
き
れ
い
、

春
の
由
菜
と
り
な
ど
、
鍵
戴
鍵
戴
し

た
都
会
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
美
し
さ

が
あ
璽
ま
す
。
」
と
八
年
繭
．
初
め
て

十
日
町
に
来
た
時
に
思
っ
だ
そ
う
で

す
。　

重
雄
さ
ん
は
、
以
前
二
年
業
く
ら

い
岡
村
さ
ん
の
店
（
寿
司
屋
）
で
修

業
、
ぞ
れ
が
縁
と
穣
っ
て
今
年
五
月

に
娘
さ
ん
の
道
代
誌
ん
と
結
婚
。
再

び
の
十
日
町
の
人
と
な
っ
だ
わ
け
で

す
。
お
二
人
に
言
わ
せ
る
と
か
恋
愛
澄

“
見
合
い
”
で
も
な
い
『
知
り
合
い

結
婚
』
と
か
…
…
。
、

　
　
滝
沢
信
一

法
人
会
幹
事
）

税
協
力
会
長
）

　
　
古
沢
勇
（
本
町
一
、

（
本
町
二
、
十
日
町

物
品
税
納

★
包
丁
を
手
に
し
て
か
ら
十
五
年
。

寿
司
を
握
っ
て
十
年
。
そ
の
道
の
ベ

テ
ラ
ン
の
人
で
す
。
　
「
こ
の
蒙
ち
も

以
前
と
大
部
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
汰

年
ぶ
り
に
来
た
の
で
す
が
、
ア
ー
潔

ー
ド
の
街
並
、
そ
し
て
不
況
の
波
等

…
…
以
前
と
様
，
相
が
蒙
る
で
違
麺
驚

い
ま
す
。
」
　
－
し
か
し
、
そ
こ
に
織
鞍

皆
さ
ん
は
良
い
人
ば
か
り
。
特
に
商

売
の
こ
と
を
書
え
ば
、
食
通
の
人
溝

多
い
こ
と
が
昔
も
今
も
変
ら
な
い
逡

と
で
す
ね
。
」
と
、
仕
事
面
で
も
客
観

的
に
分
析
し
て
い
談
し
た
。

★
結
婚
の
忙
し
さ
の
中
で
、
欝
分
達

の
時
閲
が
少
な
い
と
い
5
お
滋
入
驚

す
が
「
最
近
の
す
」
屋
で
は
、
季
節

感
が
な
く
な
っ
た
老
い
わ
れ
ま
す
．
r

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
何
ん
と
か
し
て
癬

き
た
い
。
」
と
“
二
世
誕
生
”
の
話
ま

り
、
仕
事
一
途
と
い
う
感
媛
の
患
β

町
の
人
で
す
。
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纏募参謹
　　　気軽に楽しめるノ
　　スポーツ卓球

●7月の行事予定

鶉ユ諺い
　　　　7／10～8／31

7月4日（日）市民体育館

●主催…市教育委員会

●主管…卓球協会

ヤタζ募講
晒
轡

慧
オ
塑

購
ヤ
肇

　
　
、
農
　
日
テ

　
　
顎
布
4
営

　
　
　
　
　
　
凋
市

〈開場時間〉

●平日　午前9：00～午後8：00

●日曜　午前9：00～午後7：00

（論辮講欝5100まで）

〈入場料〉

●高校生・一般…200円、小中学生…100円

●幼児…50円（保護者同伴でお願いします）

●主催…市庭球協会（硬式部）

●後援…市教育委員会

●参加料…1組1，500円

●申込先…村山昭夫（本町2）

　　　　　高橋恵美子（下川原町）

　　　　　渡辺正巳（中条病院）

●申込締切…7月1日必着（参加料

　　　　　　添えて）

身酵鱈霧・フ窮鼻中

　　　6月28日（月）　　　　　ノ

　　　　　午後7：30～

　　　市民体育館にて

期日 大会・行事 会　　場 主　催

7／1 巡回スポーッ教室
（軽スポーツ）

吉田小 体育指導委員会

／2 巡回スポーツ教室
（レクダンス・卓球）

東下組小 〃

／4

婦人卓球大会 市民体育館 教育委員会

軟式庭球
国体3次予選会

信濃川運動公園

テニスコート
庭球協会

硬式庭球
市長杯ダブルス大会

市営

　テニスコート
〃

地区体協親善
バレーボール大会

十日町高校
体育館

地区体協連絡協

／18

地区民運動会
各地区小・中学

校グラウンド
地区体育協会

硬式庭球
グリーンテニス杯

市営

　テニスコート
庭球協会

第23回県下柔道大会 市民体育館 柔道協会

第17回全日本柔道少
年団十日町分団大会

〃 〃

／20

21
硬式庭球
ナイター基本講習会

市営

　テニスコート
庭球協会

／25

市民ラジオ体操の会
総合グラウンド
（西小グラウンド）

教育委員会

バドミントン第11回
隣接市町村親善大会

市民体育館
バドミントン
協会

／28 柔道暑中げいこ 武道館 柔道協会

／31

～

第15回町内対抗少年
野球大会

青少年野外スポ
ーツセンター運
動公園

教育委員会

7／未
　定

野球県知事杯
（サンケイ杯）

市営

グラウンド他
野球連盟

7／下 ナイター陸上
十目町高校グラ

ウンド
陸上協会

7／未
　～

8／初

第8回十日町～飯山
歩けあるけアルケの大会

十目町～飯山 教育委員会

水泳教室 市民プール 教育委員会

協助員に

雄さん（稲荷町2）

　
婦
人
、
少
年
の
労
働
、

就
職
、
人
間
関
係
、
家
庭

問
題
な
ど
に
つ
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
の
相
談
を
う

け
関
係
機
関
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
助
言
指
導
な
ど

室
春
を
行
っ
て
い
る
”
新
潟
婦

年
津
人
少
年
室
協
助
員
”
に
市

少
根
内
稲
荷
町
二
丁
目
の
根
津

人婦
春
雄
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て

潟
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

新
　
　
　
　
　
　
、
。

　
　
　
談
く
だ
さ
し

あ
り
が
と
う
※
あ
な
た
の
愛
と
真
心
を
米

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

　
　
主
催
　
郡
市
曹
洞
宗
青
年
僧
侶
の
会

　
　
後
援
　
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
わ
が
音
楽
づ
く
り
人
生
」

　
遠
　
藤
　
　
実
先
生

　
7
／
11
㈲
午
後
一
～
三
時
市
民
体
育
館

　
　
　
　
　
同
日
体
育
館
前
に
て

「
金
取
引
」
…
悪
質
業
者
に
ご
注
意
を
／

　
「
金
取
引
」
に
一
部
悪
質
な
業
者

が
電
話
や
訪
問
セ
ー
ル
ス
な
ど
で
巧

み
に
勧
誘
し
大
金
を
ま
き
あ
げ
る
ケ

ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
手
口
は

現
物
取
引
と
称
し
契
約
を
結
び
な
が

ら
実
際
に
は
現
物
を
手
渡
さ
な
い
ケ

ー
ス
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
東
京
金

取
引
所
以
外
の
私
設
先
物
市
場
の
開

設
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
ょ
り
プ
ラ

チ
ナ
や
銀
の
先
物
取
引
と
称
し
て
大

金
を
ま
き
上
げ
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
信
頼
の
お
け
る
店
の
店

頭
で
直
接
お
求
め
に
な
る
の
が
安
心

と
い
え
ま
す
。
（
通
産
省
消
費
者
相
談
室
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　
病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
の

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施
（
鍛
粥
青
少
年
ホ
ー
ム
）

実
施
期
目

受
付
時
間

実
　
施
　
区
　
域

7
月
5
日

（
月
）

午
前
9
時

～
10
時
15
分

高
田
町
1
・
2
、
田
中
町
全
域

午
前
10
時
15
分

　
～
11
時
30
分

本
町
1
上
・
下
、
本
町
東
・
西
1

午
後
1
時

　
～
2
時
15
分

本
町
4
、
5
、
6
の
ー
・
2
・
3

午
後
2
時
15
分

　
～
3
時
30
分

本
町
2
、
3
、
袋
町
全
域
、
栄
町

7
月
6
日

（
火
）

午
前
9
時

　
～
10
時
15
分

高
田
町
3
全
域
、
昭
和
町
全
域

午
前
10
時
15
分

　
～
11
時
30
分

丸
山
町
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、
泉
町
、
関
口
樋
口
町
、

加
賀
糸
屋
町
、
駅
通
り
、
西
浦
町
全
域

午
後
1
時

　
～
2
時
15
分

稲
荷
町
全
域
、
旭
町

午
後
2
時
15
分

　
～
3
時
30
分

西
本
町
1
・
2
、
千
代
田
町
、
八
幡
田
町
、
下
川
原
町

轄
編
全
域
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、
水
野
町
、
若
宮
町
、

7
月
7
日

（
水
）

午
前
9
時

　
～
10
時
15
分

川
原
町
、
江
道
、
猿
倉
、
上
川
町
、
田
川
町
全
域
、
本

町
7
の
ー
・
2
、
島
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉

午
前
10
時
15
分

　
～
11
時
30
分

新
座
全
域
、
高
山
全
域
、
錦
町
1
・
2
、
美
雪
町
1
・

2
．
3
、
桜
木
町
、
千
歳
町
、
春
日
町
1
・
2
・
3

午
後
1
時

　
～
2
時

寿
町
全
域
、
河
内
町
、
山
本
町
全
域

午
後
2
時

　
～
Q
J

高
田
町
4
・
5
・
6

た
め
義
務
教
育
の
就
学
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
、
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か

を
認
定
す
る
た
め
の
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
試
験
期
日
は
、
十
一
月
五
日
囲
で

科
目
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
英
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
県
教
育
庁
高
等
学
校
教

育
課
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
（
E
七

－
三
一
一
一
番
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

吉
沢
武
治
さ
ん
（
本
町
一
）
に

　
　
紺
緩
褒
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）7月21日吉沢慎一さん（代理

に伝達式

　
今
年
建
設
中
の
笹
山
野
球
場
に
三

百
万
円
を
寄
贈
さ
れ
た
吉
沢
武
治
さ

ん
（
本
町
一
）
に
“
紺
緩
褒
章
”
が

援
与
さ
れ
ま
し
た
。

’
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県
警
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
で
男
子

警
察
官
の
採
用
共
同
試
験
を
行
い
ま

す
。●

受
験
資
格
　
昭
和
三
十
年
四
月
二

日
～
三
十
六
年
四
月
一
目
の
間
に
生

ま
れ
た
男
子
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
人
。
ま
た
は
、
来
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
。

●
受
付
期
間
　
六
月
二
十
九
日
ω
℃
～

八
月
十
六
日
働

●
試
験
日
時
　
八
月
二
十
九
日
㈲

八
時
か
ら
受
付
　
八
時
半
試
験
開
始

●
試
験
場
所
　
県
立
新
潟
高
校
（
新

潟
市
）

●
採
用
予
定
日
　
昭
和
五
十
八
年
四

月
一
日

●
採
用
予
定
人
員
　
新
潟
県
…
約
六

十
人
　
県
外
…
約
十
九
人

　　　　　　　　　　，灘

7月2日囲　商工福祉会館前
7月4日（日）水沢出張所

7月9目囲　大光相互銀行前
7月27目（火）十目町市農協（本所）

7月28日㈱　県総合庁舎前

　　時問はいずれも10時～15時

明日といわず今献血しましょう

　
詳
し
く
は
十
目
町
警
察
署
（
盈
二

ー
三
一
七
一
番
）
派
出
所
、
駐
在
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士

　
　
　
　
　
試
験
を
実
施

◆
試
験
の
種
類
　
甲
種
（
第
一
類
～

第
五
類
）
及
び
乙
種
（
第
一
類
～
第

七
類
）
消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
方
法
　
筆
記
試
験
及
び
実
技

試
験

◆
試
験
実
施
期
日
　
八
月
五
目
困

甲
種
…
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
十

五
分
　
乙
種
…
午
前
九
時
半
～
正
午

◆
試
験
会
場
…
長
岡
工
業
高
校
（
長

岡
市
）
　
新
潟
南
高
校
（
新
潟
市
）

高
田
商
業
高
校
（
上
越
市
）

◆
願
書
受
付
期
間
　
六
月
二
十
八
日

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

…
馨
雛
難
雛
鐵
鑛
灘
灘
　
…

…
4
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
　
…

25　　　18　　　　　　　11
日　　　日　　　　　　　日

　
　
盈
2
の
3
2
7
6
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
奮
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

池
田
医
院
（
本
町
酉
）

　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

B
O
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
密
2
の
2
1
7
4
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
ゆ

　
　
B
7
の
3
0
1
8
番

虫歯のないよい子
　　　　　（5・6月分）

住　　所 氏　　名 保護者
、

尾　　　崎 小川　　聡子 文　雄

中条中町 貝瀬健太郎亀 龍太郎

下条本町 山崎　　由美 光隆
なお

美雪町3 高橋　　尚美 成　明

高山第3 佐野　　一敏 敏　雄

川治内後 羽鳥　　征也 征士郎

高田町5
　　　いたる
関　口　　周 昌樹

高田町6 西　野　　正 永　次

川治上町 遠田　紘平 文　平

㈲
～
七
月
三
日
ω

◆
願
書
提
出
先
　
県
総
務
部
消
防
防

災
課
消
防
係

◆
そ
の
他
　
願
書
及
び
案
内
書
は
十

目
町
地
域
消
防
本
部
（
盈
七
－
一
五

五
五
番
）
に
あ
り
ま
す
。

　
　
放
流
の
お
知
ら
せ

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
千
手

発
電
所
及
び
小
千
谷
発
電
所
水
路
工

作
物
修
繕
の
た
め
、
宮
中
取
水
ダ
ム

及
び
友
重
余
水
路
か
ら
放
流
し
ま
す
。

　
放
流
開
始
前
に
は
サ
イ
レ
ン
・
ス

ピ
ー
カ
ー
を
吹
鳴
し
、
危
険
地
域
に

は
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
放
流
期
日
　
七
月
一
日
～
二
目
、

七
月
二
日
～
三
日
、
七
月
三
日
～
四

日
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
六
時
～

午
前
五
時
）

　
水
難
事
故
防
止
を

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
て
、
水
に
よ

る
事
故
が
多
発
す
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、

ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
際
は
、
宮
中
取

水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
発
電
所
の
信
濃

川
沿
岸
に
警
報
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー

カ
ー
を
設
置
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す

る
と
き
警
報
し
て
い
ま
す
の
で
、
早

目
に
安
全
な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ

さ
い
。

　
つ
ぎ
の
場
合
は
、
特
に
増
水
が
早

い
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
台
風
等
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
増
水

し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

◎
発
電
所
の
機
械
が
故
障
し
、
調
整

池
（
浅
河
原
、
山
本
）
の
水
を
余
水

路
か
ら
信
濃
川
へ
放
流
す
る
と
き
。

　
※
子
供
だ
け
で
の
川
遊
び
は
非
常

に
危
険
で
す
。
危
険
な
遊
び
を
見
か

け
た
ら
、
一
声
か
け
て
子
供
を
水
の

事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
五
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四

時
半
　
伊
達
第
一
、
第
三
、
土
市
第

四
の
各
一
部
、
伊
達
第
二
、
第
四

▼
七
月
十
六
日
囲
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
　
田
麦

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

7
月
14
目

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54

年
1
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

7
月
16
目

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56

年
－
月

生
れ
の
児

『
4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

7
月
2
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

57

年
3
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

7
月
12
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
9
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

歳
い
勧
繁
紹
塑
礁
靭
縄
⑳
罐
噛
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

○
水
ぼ
う
そ
う
、
は
し
か
、
風
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
伝
染
性
疾
患
に
か
か
っ

た
場
合
、
翌
月
の
健
診
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
さ
れ
て

い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
く
）
は
雇
用
保
険
へ
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
加
入
の
場
合
に
は
不
利
益
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急

に
最
寄
の
商
工
会
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
δ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
十
日
町
公
共
職
業

安
定
所
（
佃
七
－
二
四
〇
七
番
）
へ
。

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
6
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ブ
　
　
ラ
　
ン
　
コ

中
　
古

二
万
五
千
円

バ
　
　
　
イ
　
　
　
ク

（
70
～
励
㏄
）

中
　
古

相
談
で

歩
　
　
行
　
　
器

〃

五
千
円

卓
上
冷
蔵
庫

〃

〃

乳
　
　
母
　
　
車

〃

一
万
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

一
万
円

モ
　
ク
　
サ
　
ー

（
ア
ン
マ
器
）

〃

五
万
五
千
円

婦
人
用
自
転
車

〃

五
千
円

ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

雨
具

青
色
M

一
万
七
千
円

ジ
ュ
ニ
ア
用

英
会
話
セ
ッ
ト

テ
ー
プ

相
談
で

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

中
・
古

五
千
円

テ
ヤ
ッ
ク

オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ

〃

相
談
で

ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ

（
一
式
）

サ
イ
ズ
L

二
万
三
千
円


